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岩手県北沿岸ヤマセ地帯における小麦の安定栽培

第1報　葉耳間長からみた減数分裂期の判定について
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1　は　じ　め　に

小麦の栽培法は，従来基肥＋融雪後追肥が基本とされて

いたが，近年の研究で，減数分裂期の窒素追肥の効果が明

らかにされ，今後この施肥法の急速な普及拡大が見込まれ

ている。特にこの方法は収量水準の低い県北沿岸ヤマセ地

帯の安定多収栽培技術として期待が大きい。

小麦の減数分裂期は，幼穂長が30～50書雷のときが出穂

前10～15日ころといわれている。外部形態の彙耳間長（止

葉の彙耳とその下の糞の彙耳との間隔）から減数分裂期を

判定する方法については岩手県南部地域での折坂ら1）の研

究報告がある。ここでは，県北沿岸ヤマセ地帯における葉

耳間長と減数分裂期との関係について検討し，一応の知見

が得られたので報告する。

（1）試験年次

（2）試験場所

2　試　験　方　法

昭和58～59年（播種年度）

1）岩手県九戸郡種市町小路合

2）岩手県九戸郡軽米町分場圃場

（8）供試品種　　ナンブコムギ，ハチマンコムギ，キタ

カミコムギ

（4）播種期（月／／匂）種市町：9′27，10′7．10′17，10／27

軽米町：種市町より2日早播き

（引　播種量（吻／a）0．6，0．65，0．7，0．8

16）栽植様式　　畦幅60r蘭，播幅15戊，粂播

（7）調査方法　（D　葉耳間島0付近を中心に2～3回

にわたって1回5～6株を採取し，各

棟（主茎，分げろ茎）の彙耳間島，幼

穂長について品種毎に測定。

（多　妻耳間島0から出穂期までの日数

を調査。

3：試　験　結　果

調査結果を図1～（＝こ示した。品種間，場所間の差がみ

られなかったので，ここでは種市のナンブコムギについて

図示した。

（日　華耳問長と幼穂良との間には．高い正の相関関係が

みられ，この関係は，品種間（ナンブコムギ，ハチマンコ

ムギ，キタカミコムギ），及び主茎，分げっ茎間で差がみ

られなかった。また10月中旬以降の極端な晩播を除いては，

播種期が異なってもこの関係は変らなかった（図1．2）。

12）幼穂長が30■1～50■1の時期は幸耳間長　一5．0甜～

＋3．0伽の時期であって，この関係は品種間，及び主茎，

分げっ茎間で差がなく，極端な晩播を除いては，播種期が

異なっても変らなかった（図1，2）。
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図1　薫耳間長と幼穂長との関係
（主茎．分げっ茎こみ9月27日播種）
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図2　播種期が異なる場合の彙耳間島と幼穂長の関係
●：9月27日播種　▲：10月7日播種

は）以上の葉耳間長と幼穂長との関係は．県南部と同様

であって県北沿岸部においても減数分裂期の判定として適

応可能であることが確認できた。

（4）一つの穂の減数分裂期（幼穂長が30～50mの時期）
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図3　品種別幼穂長の推移
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図4　地域別幼穂長の推移（昭58）

（諾∵孟宗詣吉軽米9月25。）
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図5　播種期と幼穂長との関係

は葉耳間長が－5．0～＋3．0（瀧の時期に対応するので，圃場

で判定する場合には，菓耳間長0の茎数の割合が40～50％

になった時期を減数分裂期とする。
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図6　品種別垂耳間長の推移

（5）幼穂の伸長速度は，品種間差が見られ，ナンブコム

ギが最も早く．次いでハチマンコムギ，キタカミコムギの

順であった。また地帯によって幼穂の伸長速度が異なり，

種市では軽米よりも緩慢な傾向がみられた。しかし播種期

による差はみられなかった（図3）。

（8）彙耳間長0付近での葉耳間長の伸長速度は品種によ

って異なり，ナンブコムギが最も大きく，次いでキタカミ

コムギ，ハチマンコムギである（図6）。

川　種市と軽米における彙耳間長の伸長速度は差がみら

れないが，糞耳間長0から出穂までの日数は種市が約10日

間で，内陸部の軽米に比べ2日程度日数を多く要する。

4　ま　　と　　め

県北沿岸ヤマセ地帯における小麦の彙耳間長から減数分

裂期の判定方法について検討した。

（1）葉耳間長一5．0～＋3．0用の時期は幼穂長30～501■

の時期（減数分裂期）に相当し，この関係は品種間及び主

茎，分げっ茎間において差がみられない。

（2）極端な晩播（10月中旬以降）を除けば，播種期が異

なってもこの関係は変らない。以上，葉耳間長と幼穂長と

の関係は県南部と同様であり．薫耳間長から減数分裂期を

推定する方法として県北沿岸ヤマセ地帯においても適応可

能であることが確認された。

（3）一つの穂の減数分裂期は葉耳間長が－5．0～＋3．0仁清

の時期に対応するので，圃場で判定する場合は∴葉耳間長

0の茎数の割合が40～50％になった時期をもって減数分

裂期とする。

（4）葉耳間長0から出穂までの日数は種市が約10日間で

内陸部の軽米に比べ2日程度日数を多く要する。
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